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2．方 法  




2）実験装置   
実験に用いるDVD（DigitalVideoDisk）は以下の  
方法で作成した。映像の撮影，編集およびDVD作成  























いように配慮した。   
実験を始める前にまず「これからスクリーンに映像  

















Ⅱ．対象および方法   







行った。   
被験者には研究目的，研究方法，研究に伴う問題点   
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桂，他：階段下降時における転倒高齢者の視覚による情報探索の特性  
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図2 移動速度頻度分布  
非転倒高齢女性  転倒高齢女性  
中年女性  若年女性  
















より速かった。「停留デー タ視線軌跡」，「注視範囲分  
析」の結果から，次の踊り場に視線を向けて確認した  
－69－   











1．若年者，中年者，高齢者の階段下降時における視   























2．転倒高齢者と非転倒高齢者の階段下降時における   
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